
図面番号 図面名称 図面番号 図面名称 図面番号 図面名称

図面リスト

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

東海消防署受変電設備等更新工事（電気）

那珂郡　東海村

Ｅ－０７

幹線更新・撤去図

仮設設備　盤図

仮設電気　配置・幹線図

受変電設備・単線結線図

受変電設備・平面図・参考姿図

配置図・案内図

特記仕様書（1）

特記仕様書（2）

Ｅ－０８

令和6年度



図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

S=NOT

特 記 仕 様 書 （電気設備工事）
Ⅰ　工　事　概　要

1  工事場所

2  建物概要 （建物名称，構造，階数，延べ面積等）

茨城県那珂郡東海村大字村松2124番地11

3  別途工事

Ⅱ　電気工事仕様

1．共通仕様

１）図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

2．特記仕様

1）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

章 項　　　 目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

 1. 技　術　者　等 建設工事請負契約書並びに茨城県建設工事施工適正化指針に基づく現場代理人及び技術者
（主任技術者・管理技術者・専門技術者）を選定する。

 2. 施 工 従 事 者 下記の職種別施工従事者を適用させる。
・電気工事士　　　・消防設備士　　　　・電気通信工事担任者
・施工管理技士　　・特殊電気工事資格者

 3. 電 気 工 作　物 ・一般用電気工作物　　　・自家用電気工作物

 4. 工事実績情報の
　　登録

 5. 設計図書の優先 設計図書間に相違がある場合の優先順位は次の通りとする。
　　順位 １．現場説明書　　　　　２．特記仕様書

３．設計図　　　　　　　４．電気設備工事共通仕様書及び電気設備工事標準図
なお，これにより難い場合は監督員と協議する。

 6. 機　　　　　材 本工事に使用する機材は新品とし，茨城県営繕課制定「電気設備機材指定製造者名簿」に
より選定する。

 7. 機 材 の 検 査 機材種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし，軽易な機材については監督員の承諾を受
けて検査を省略することがある。

 8. 機 材 の 試 験 設計図に定められた場合及び試験によらなければ設計図書に定められた条件に適合するこ
とが証明できない場合は行う。試験方法はＪＩＳ，ＪＥＣ，ＪＥＭなどに定めのある場合
は，それにより，試験成績表を監督員に提出する。試験は必要に応じて監督員が立ち合う。

 9. 発生材の処理等 ・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・構外搬出とし，関係法令に準拠し適切に処理し監督員に報告する。　（付記事項参照）
・再生資源化を計るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・適用する　　　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　（付記事項参照）

10. 建設発生土の処理 ・構内指示の場所に敷ならし　　・構内指示の場所にたい積
・構外搬出適正処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（付記事項参照）

11. 下 請 負 人 通 知 建設工事請負契約書及び茨城県建設工事適正化指針に基づく下請人通知書２部を工
事着工前に提出するものとする。

12. 官公署その他への 工事に着手に必要な官公署及びその他への手続きは，速やかに行う。
　　手続き

14. 提　出　書　類 建設業法で規定された関係書類のほか，下記の書類を提出する。
※火災保険等に加入したことを証明できる書類。
なお，工事延期が生じた場合は，保険期間も延長するものとする。

13. 施工図書等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は，発注者に委譲するものとする。

15. 工　事　写　真 下記の写真を提出する。

区　　　　分 規　　　　　格 部　　数 整理方法

着　　工　　前 カラーサービス判 １ Ａ４判台紙

工　　事　　中 カラーサービス判 １ Ａ４判台紙

完　　成　　時 カラーサービス判 １ Ａ４判台紙

上記にほか，出来高検査，中間検査，請負代金支払等に要する写真は，監督員の指示によ
り提出する。なお，撮り方については建設大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方
（改訂版）建築設備編を参考とする。

16. 監督員事務所

17. 工 事 用 電 力 ・　 本工事に必要な工事用電力，用水その他の費用はすべて請負者の負担とする。
　　用 水 ・ そ の 他

章 項　　　 目 特　　　　記　　　　事　　　　項

19. 完　成　図　等 工事が完成したときは，下記のものを監督員に提出する。　　　　　　　　　 （1.7.1）

部　　　数
適用 名　　　　　称

・ 完成図　　　　原図 １

・ 完成図　　　Ａ２版（Ａ１青焼図見開き２つ折り） １

・ 縮小完成図　Ａ４版（Ａ３青焼図　　　〃　　　） １ 　

・ 完成図書　　Ａ４ファイルに下記書類を綴じる ２

 １．メーカーリスト

 ２．施工従事者資格証の写し

 ３．下請人通知書の写し

 ４．発生材の処分を証明する書類の写し

 ５．火災保険加入証の写し

 ６．官公署届出書

 ７．機器完成図，検査合格証，取扱説明書

 ８．機器の社内試験成績表

 ９．現地試験成績表

 　1)接地抵抗測定表

 　2)絶縁抵抗測定表

 　3)電圧測定表（線間，対地間）

 　8)自家発電設備試験成績表

 　9)受変電設備絶縁耐力試験表（主任技術者立会）

  10)　　〃　　絶縁抵抗測定表（　　  〃　　　）

  11)　　〃　　接地抵抗測定表（　　  〃　　　）

  12)　　〃　　継電器試験成績表（　　  〃　　　）

  14)相回転試験表

10．電気設備工事チェックリスト(社団法人茨城県電設業協会)

ＣＤ－ＲＯＭ（完成図，内訳書，概要データシート等を300 １
dpi程度の画像データなどとし，収録したもの。なお，詳細）
の仕様は別紙説明書による。

E-01

特記仕様書（1）

　　気設備工事編）（令和4年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工

　　事編）（令和4年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（令和4年版）」（以下、「標準図」という。）による。

・設けない。　　・設ける（　　号），注（　　号）は建築工事共通仕様書による。
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図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

S=NOT

２
　
施
　
工
　
共
　
通
　
事
　
項

 1. いんぺい配管 管を支持する取付間隔は２ｍ以下とする。（合成樹脂管は1.5ｍ以下）　　　　（2.2.3）

 2. 管　の　接　続 管相互の接続はカップリング又はねじなしカップリングを使用し，ねじ込み，突合せ及び
締付けを十分に行う。また管とボックス，分電盤などの接続がねじ込みによらないものは
内外面にロックナットを使用して接続部分を締め付け，管端にブッシングを設ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2.2.7）

 3. 金 属 管 の 接 地 配管とボックス，配分電盤，プルボックスの間にボンディングを行い，電気的に接続する。
ただし，ねじ込み接続となる箇所及びねじなし丸形露出ボックス，ねじなし露出スイッチ
ボックスなどに接続される箇所には省略してもよい。　　　　　　　　　　　 （2.2.7）
ボンディング線は，100Ａ以下は2.0以上，225Ａ以上は5.5mm2以上
　　　　　　　　　600Ａ以下は14mm2以上とする。

 4.  他 配 管 と の 離 隔 金属管，ダクト，ケーブルは水道管，ガス管と接続しないように施設する。

 5. 空　　配　　管 分電盤及び端子盤から天井裏まで空配管25mm相当を２本立ち上げる。

 6. 呼　　び　　線 空配管には呼び線（1.2mmビニール被覆鉄線）を入れる。

 7. 配 管 の 清 掃 管及びボックスは型枠取外し後，速やかに清掃を行う。

 8. プ　レ　ー　ト

 9. 回　路　番　号 専用コンセントにはプレートに電圧，盤名，回路番号を彫刻し墨入れ表示する。

造営材に取り付ける場合，支持点間の距離は２ｍ以下とし，人が触れるおそれがある場所
又は造営材の側面あるいは下面に施設する場合は１ｍ以下とする。　　　　　（2.11.1）

地中配線（高圧・低圧）のケーブルは要所及び引込口，引出口近くのハンドホール，マン
ホール内で余裕をもたせる。

地中配線（高圧・低圧・弱電）には折り込み式の標識シートを地表下0.3ｍ～0.5ｍに２条
並行して埋設する。（材質：高密度ポリエステル平織，文字付）　　　　  　（2.14.5）

配線盤，分電盤，動力盤，端子盤，ハンドホール内その他要所の配線にはプラスチック又
はファイバー製の名札（回路の種別，電線サイズ，行先）を取り付ける。ただしハンドホ
ール，配電盤はプレートに彫刻し墨入れ表示する。

ビニル電線は，原則として下表により色別する。ただし，接地線は縁色とする。なお，ビ
ニル電線以外でも，準用できる場合は，この色別とする。

電　圧　種　別 配　線　方　式 接　 地　 線 電　 圧　 側

高　　　　圧 三 相 ３ 線 式 － 赤 ・ 白 ・ 青

単 相 ２ 線 式 白 赤  又  は  青

単 相 ３ 線 式 白 赤　　・　　黒
低　　　　圧

三 相 ３ 線 式 白 赤　　・　　青

三 相 ４ 線 式 白 赤 ・ 黒 ・ 青

直　　　　　　　　　　流 負極　　　　青 正極　　　　赤

低圧配線の絶縁抵抗は，開閉器などで区切ることのできる電路ごとに５ＭΩ以上とする。

接地極の上端は，地下0.75ｍ以上の深さに埋没する。接地線の保護管は，避雷器用はステ
ンレス管又は硬質ビニル管とし，一般接地線には，硬質ビニル管又は金属管とする。
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　（2.15.10）（2.15.11）（2.15.12）

10 .  ケ ー ブ ル の ふ 設

11.  ケ ー ブ ル の 余 長

12.  標  識  シ  ー  ト

13 .  行  先  表  示  札

14 .  電  線  の  識  別

15. 絶　 縁　 抵　 抗

16. 接　 地　 工　 事

Ａ種（旧第１種），Ｂ種（旧第２種），Ｃ種（旧特別だい３種）接地の埋設位置には，その近

くに接地埋設標（黄銅板製厚さ1.0mm以上,140×90以上,文字は腐食加工）を設け接地種別

埋設位置，深さ，埋設年月日，接地抵抗を明示する。接地極上には，コンクリート製埋設

表示杭を設置する。

Ａ種，Ｂ種，Ｃ種は電気設備技術基準第19条に従い，かつＤ種（旧第３種）接地抵抗値は

50Ω以下とする。

Ａ種，Ｂ種，Ｃ種は銅板（900mm×900mm×1.5mm厚）とし，補助接地棒は14Φ2本以上とし，

それぞれ規定値以下の値とする。Ｄ種は14Φ×1,500mm連結以上とする。

防水型はステンレス又はステンレス指定色メラミン焼付塗装とする。また，隠ぺい部のふ

たの止めねじは，ちょうねじとする。

17. 接 地 極 埋 設 標

1 8 .  接  地  抵  抗  値

19. 接　　  地　　  極

2 0 .  プ ル ボ ッ ク ス

設備機器の固定は，次に示す事項を除き,「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成

８年版）」による。

イ　設計用水平地震力

　　機器の重量【kgf】に，設計用水平震度を乗じたものとする。なお，設計用水平震度は

　　次による。

耐　震　安　全　性　の　分　類

特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階，屋上及び塔屋 2.0(2.0) 1.5(2.0) 1.5(2.0) 1.0(1.5)

中間階 1.5(1.5) 1.0(1.5) 1.0(1.5) 0.6(1.0)

地下階，１階 1.0(1.0) 0.6(1.0) 0.6(1.0) 0.4(0.6)

　（注）　（ ）内に数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　重要機器

　　○配電盤　　　・自家発電装置　　　・交流無停電電源装置　　　・交換機

　　・直流電源装置　　　・火災報知器受信機　　　・中央監視装置

ロ　設計用水直地震力

　　設計用水平地震力の１／２とし，水平地震力と同時に働くものとする。

21. 機器等の 耐震施 工

３
　
電
気
方
式

 1. 高　　　　　　圧

 2. 低　　　　　　圧 ・単相３線式　　　100／200Ｖ　 50Ｈz

・単相２線式　　・100Ｖ　 　 ・200Ｖ　　　50Ｈz

・三相３線式　　・200Ｖ　 　 ・415Ｖ　　　50Ｈz

・単相４線式　　　240／415Ｖ　 50Ｈz

・直流２線式　　・100Ｖ

 1. 形　　　　　　式 ・開放形　　　・屋内形キュービクル　　・屋外形キュービクル
４
　
受
　
変
　
電
　
設
　
備

 2.  交  流  遮  断  器

 3 .  断 　 　 路 　 　 器 三極断路器（避雷器用は除く。）

 4.  高 圧 負 荷 開 閉 器 ・手動操作式　　　・遠方手動操作式　　　・電動操作式

 5.  高 圧 引 込 開 閉 器 過電流蓄勢トリップ付地絡トリップ形とする。

 6.  変 　 　 圧 　 　 器 連続定格自冷式

 7. 高圧進相コンデンサ

 8.  直 列 リ ア ク ト ル

 9.  避 　 　 雷 　 　 器

10.  最 大 需 用 電 流 計 警報接点付，角形丸胴埋込（110mm）需要指針（時限針）最大需要指針（置針，警報指針

1.5級）を有する。

E-02

特記仕様書（2）

・金属　　　・ステンレス製　　　・樹脂製

・三相３線式　　　6,600Ｖ　　　50Ｈz

・空遮断器　　　　・ガス遮断器

・電動ばね式　　　　・電磁ばね式　　　・手動ばね式

・気中開閉器　　・ガス開閉器

・油入式　　　・モールド式　　　・Ｈ種乾式

・油入式　　　・モールド式

・６％　　　　・１３％

・酸化亜鉛型　　・弁抵抗型

・油入式　　　・モールド式　　　・ガス式

東海消防署受変電設備等更新工事
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※共通注意事項

・現地調査を行う際は、施設側と日程調整を行うこと。

・工事着手に先立ち、施工計画に影響する事項全般の調査を事前に行い、施工計画書に記載して提出すること。

・工事に係る電力会社及び所轄消防署などへの協議・届出・立会等の費用は本工事に含む。

　また、停電に係る立会いや費用は本工事に含む。

・停電作業は、事前に停電作業計画書を提出し、施設側と電気主任技術者の承諾を得ること。

　併せて、試験内容についても同様に明記すること。

・作業期間中は、利用者、職員等の第三者への安全対策を十分行うこと。

・作業のために支障となる障がい物の移動及び原状復旧は本工事に含む。なお、障がい物の移動を行う際は、

　事前に施設担当者へ報告し、承諾を得ること。

・ケーブルを取外す際は、無電圧を確認してから作業を行うこと。

・停電作業を行う日程は、担当者及び施設側と協議による。

・停電作業日及び停電期間は、やむを得ない場合（急な催事、災害発生等）を除き、日程の変更は認めない。

・既存設備の切回しは、図面に記載のない物でも必要な物は本工事に含む。

東海消防署受変電設備等更新工事



消 防 署

防火水槽

図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

6
,
2
0
0

4
8
,
0
0
0

17,000

34,000

10,900

20,500
5,000

通用口

設備棟

自転車置場２
車両入口

車　庫　棟

渡廊下

車両入口

村道２３００号線

自家発電設備

MC-DT盤 キュービクル【撤去処分・新設】

自家発電設備【撤去処分】
基礎は撤去しない・燃料配管等は撤去

SOG制御装置(SUS)

差込型耐塩ﾍｯﾄﾞ【撤去新設】

▽ ＧＬ

3φ3W 6600V 50Hz
電力会社より

PAS 7.2kV 300A(SUS)

方向性過電流ﾛｯｸ形 VT・LA内蔵 

高圧ｹｰﾌﾞﾙ撤去・新設

PAS付属接地線・PAS付属ｹｰﾌﾞﾙ

6kV EM-CVT38□【既設撤去・新設】

　構内１号柱（電力引込）装柱図　

CP-12-19-350kg【既存再利用】

【既設再利用】

耐塩ﾋﾟﾝ碍子【既設再利用】

【再利用】

【再利用】

幹線更新・撤去図 S=1:300

E-04

6kV EM-CVT38□（FEP80）【既設ケーブル撤去・新設】

既設FEP80+FEP30は再利用
6kV EM-CVT38□（FEP80）【既設ケーブル撤去・新設】

EM-CE5.5-3C（FEP30）【既設ケーブル撤去・新設】

EM-CE5.5-3C（FEP30）【既設ケーブル撤去・新設】

※立上げ（PE）のみ管撤去・新設

ハンドホールまでの管路

【既設再利用】

※マンホールの蓋を撤去・新設

既設の鍵付きから鍵なしに変更

植栽部は中耐蓋・アスファルト部は重耐蓋

既設FEP80+FEP30は再利用

※SOG用のケーブルは将来用の為、引換末端処理

消 防 署

東海消防署受変電設備等更新工事



図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

S=NOT

TC

CH

▲

3φ3W　6.6KV/50Hz

PAS
7.2KV 300A

CH

(方向性過電流ロック形　VT・LA内蔵 SUS製)E(A)

E(A)（LA）

PCT
E(D)

ＷｈＷｈ

INST

VS

A

CTD

AS

Ｖ

KWCOS

RC40KA
PF　PT

7.2KV
400A

DS

LBS
7.2KV 200A
PFx3

SR モールド型

6600V　4.5kvar
（含浸モールドF種）

CTx2
30/5A

VCB
7.2KV
600A
12.5KA

V
VS

AS

予
備

ス
ペ

ー
ス

LBS
7.2KV 200A
PFx3

3φ3W
6600/210V
200KVA

CT×2

M
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C
B
 
3
P

M
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C
B
 
3
P

M
C
C
B
 
3
P

予
備

ス
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ー
ス

予
備

ス
ペ

ー
ス

6600/210-105V
1φ3W

PFx2
7.2KV 200A
LBS

幹
線

サ
イ

ズ
開

閉
器

容
量

容
　

量
負

荷
名

称
番

号

回
路

M
C
C
B
 
3
P

M
C
C
B
 
3
P

TR

75KVA
（含浸モールドF種）

V
VS

AS

300V

500/5AA

LGR

SC 　6600V
79.5KVAR（ガス封入式）

AC100V LGRAC100V

500/5A

A
600/5A 600/5A

300V
F

F

TR

（含浸モールドF種）

L
-
1

5
2
.
5
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V
A
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V
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1
5
0

□
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低圧電灯盤 
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低圧動力盤 

ソ
－

ラ
ー

P
-
R

P
-
B

L
-
C

業
畜

用

2
0
K
W

逆
潮

流

1
0
0
A
F
/
1
0
0
A
T

3
8
.
5
K
W

エ
ア

コ
ン

2
2
5
A
F
/
2
0
0
A
T

C
V
T
1
0
0

□

1
5
.
5
6
K
W

1
0
0
A
F
/
1
0
0
A
T

C
V
T
3
8

□

6
.
0
K
W

1
0
0
A
F
/
7
5
A
T

C
V
T
3
8

□

M
C
C
B
 
3
P

2
2
5
A
F
/
2
0
0
A
T

M
C
C
B
 
3
P

2
2
5
A
F
/
2
0
0
A
T

2
7
.
3
6
K
W

E
L
C
B
 
3
P

TS WH

M
C
C
B
 
3
P

G

27R

停電信号

停電確立
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系
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E(A)

OVGR

ZPD

碍子型

E(D)
E(B) ETT

(P)
ETT
(C)

パワーコンディショナーへ

接地コンデンサー

V
VS

A

300V
F

E(A)

E(B)

150/5A
DM

SCOTT　50KVA
3φ210V/1φ3W210-105V×2

TR

（含浸モールドF種）
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通
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機
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C
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□

保安低圧動力盤 保安低圧電灯盤 保安低圧電灯盤 

受変電設備・単線結線図

E-05

・図面上記載のない物でも、法規上及び運転上欠落している物がある時は

・キュービクルは既設内容をリニューアルとする。

・製作前に現地調査を十分行い製作すること。

※注意事項

　本工事にて対応すること。

2
2
5
A
F
/
2
2
5
A
T

東海消防署受変電設備等更新工事



図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

高圧受変電設備図 S=1/50

（耐塩塗装）

屋外キュービクル  外形図 S=1/50

1

10
0

高圧受電盤

2

N  P

900 800

N  P

低圧電灯盤

12001200

4

保安低圧電灯動力盤

3

低圧動力盤

N  P N  P

4,100

2,
30

0

金網フェンス

H=1,800

G,L

換気扇 換気扇

側　面　図

G,L

2000150

2,300

150

換気扇

※基礎・フェンスは既設再利用

※基礎・フェンスは既設再利用

正　面　図

発電機基礎

4　　-φ20

　100x50x5

※アンカーボルト設置参考図

耐震計算書を確認すること。

20

M16アンカーボルト

既設燃料庫

ピット

既設燃料配管

燃料配管撤去

既設燃料配管

受変電設備・平面図・参考姿図 S=1：50

3

4

2

1

E-06

※基礎及びアンカーボルト・フェンスは既設再利用

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ配置図　S＝1：50

東海消防署受変電設備等更新工事



図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

通用口

自転車置場２

S=1:100仮設電気　配置・幹線図

設備棟

MC-DT盤

基礎は撤去しない・燃料配管等は撤去

自家発電設備【撤去処分】自家発電設備

単相発電機　150KvA

三相発電機　200KvA

キュービクル【撤去処分・新設】

電灯・保安 動力・保安

① ②

③④

⑤ ⑥

E-07

⑤　CVT150□+CVT100□×2+CVT38□×2+CVT22□×2

　　CV8-3C+CV5.5-4C+CV5.5-3C

⑥　CVT100□×2+CVT60□+CVT38□×2+CVT22□+CVT14□

　　CV5.5-4C×2+ソーラー配線

②　CVT150□　（FEP80）

①　CVT150□（FEP80）×3

③　CVT150□（FEP80）+CVT100□（FEP80）

④　CVT150□（FEP80））

※ハンドホールから引出した配線は保護等で養生する事

ケーブル凡例

本工事仮設工事に含む。

※仮設発電機への切替をおこなう際、停電時間

を最短にする際に使用する発電機・工事費等は

施設・担当者と打合せを行い最短とすること。

※仮設発電機への切替の作業時間は

※停電時間を最短にするが安全には十分配慮すること。

注記）

※マンホールの蓋を撤去・新設

既設の鍵付きから鍵なしに変更

アスファルト部は重耐蓋

東海消防署受変電設備等更新工事



・挟み込む際に容量・ケーブルサイズを確認し切回すこと。

図書名称
作成年月日

図面番号

縮
 
尺

工事名称

S=NOT仮設電気　盤図

1Φ100V

備　　　　　考分　　岐　　開　　閉　　器 電  圧 ケーブルサイズ

1Φ100/200V

 CVT 150ﾛ

1Φ100V

1Φ100V CVT　38□

1Φ100/200V

 CVT 150ﾛ

1Φ100V

1Φ100V CVT　38□

1Φ100V

1Φ100V

 ELB 3P 300/300A 

 ELB 3P 100/60A 

 ELB 3P 225/200A 

 ELB 3P 100/100A 

 ELB 3P 30/20A 

CVT　100□

CVT　150□

CV　5.5-4C

CV　5.5-3C ELB 2P 30/20A 

1Φ100/200V

 CVT 150ﾛ

1Φ100V

1Φ100V

1Φ100V

CVT　100□ ELB 3P 200/150A 

 ELB 3P 100/75A 

 ELB 3P 50/30A CV　8-3C

CVT　22□×2

1Φ100V ELB 2P 30/20A 

 ELB 2P 30/20A 

仮　設　電　灯

電灯

電灯

電灯　保安

備　　　　　考分　　岐　　開　　閉　　器 電  圧 ケーブルサイズ

仮　設　動　力

 CVT 150ﾛ

 ELB 3P 225/200A 

 ELB 3P 100/100A 

CVT　100□

動力

3Φ200V

 ELB 3P 100/75A 

3Φ200V

3Φ200V

3Φ200V CVT　38□

 CVT 150ﾛ
CVT　38□

 ELB 3P 225/200A 

 ELB 3P 100/100A 

動力

3Φ200V

3Φ200V

3Φ200V

CVT　60□

 CVT 150ﾛ
3Φ200V

3Φ200V

3Φ200V

3Φ200V

動力　保安

 ELB 3P 100/100A 

 ELB 3P 100/75A 

 ELB 3P 50/30A 

CVT　22□

CVT　14□

CV5.5-4C×2

E-08

・ケーブルを挟み込む際は十分に確認し作業すること。

・電灯・動力共に現地調査をし容量の確認を行う事。

・電灯・動力に挟み込む時に極性を間違わない様にすること。

・ケーブルを引き出す際ケーブルは再利用の為、保護管及び養生を行うこと。

※注意事項

東海消防署受変電設備等更新工事


